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(57)【要約】
【課題】　設置環境に応じた駆動条件を設定することが
でき、駆動にかかるコストを抑えることができる、リプ
ロセスシステム、内視鏡リプロセッサ、内視鏡リプロセ
ッサの駆動プログラム及び内視鏡リプロセッサの駆動方
法を提供する。
【解決手段】　内視鏡リプロセッサ２は、環境情報Ｘを
取得する環境情報取得部と、環境適合パラメータＺを外
部装置から取得する取得処理を行うパラメータ取得部Ｐ
２と、を含み、制御部９６は、取得処理を行って環境適
合パラメータＺを取得しなかった場合には、標準パラメ
ータＹｓに基づきリプロセス部Ｒｐを駆動し、取得処理
を行って環境適合パラメータＺを取得した場合には、環
境適合パラメータＺに基づきリプロセス部Ｒｐを駆動す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡をリプロセス処理するリプロセス部と、標準パラメータを有し、前記リプロセス
部を駆動する制御部と、を含む本体部と、
　設置場所における環境情報を取得する環境情報取得部と、
　前記環境情報に適合する環境適合パラメータを外部装置から取得する取得処理を行うパ
ラメータ取得部と、を含み、
　前記制御部は、
　前記取得処理を行って前記環境適合パラメータを取得しなかった場合には、前記標準パ
ラメータに基づき前記リプロセス部を駆動し、
　前記取得処理を行って前記環境適合パラメータを取得した場合には、前記環境適合パラ
メータに基づき前記リプロセス部を駆動する、
　ことを特徴とする内視鏡リプロセッサ。
【請求項２】
　前記環境情報は、気温、室温、湿度、気圧、緯度、経度、高度、水温、ｐｈ値、水硬度
、水圧、設置施設の構造、前記設置施設内における階数位置、前記設置施設内における設
置部屋の位置、前記設置部屋の面積、排液処理装置有無、現在日付情報及び現在季節情報
からなる群より選択される少なくとも一種であることを特徴とする請求項１に記載の内視
鏡リプロセッサ。
【請求項３】
　前記リプロセス部の駆動状態から装置適合パラメータを構築するパラメータ構築部を含
み、
　前記制御部は、
　前記パラメータ取得部が前記環境適合パラメータを取得できなかった場合には、前記パ
ラメータ構築部を駆動して前記装置適合パラメータの構築を開始し、
　前記装置適合パラメータが構築できた段階で、前記リプロセス部の駆動を前記標準パラ
メータから前記装置適合パラメータに切替える、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項４】
　前記環境情報と、前記装置適合パラメータとを紐付けて、前記外部装置に出力する情報
出力部を含むことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項５】
　前記本体部と、前記環境情報取得部とは別体であることを特徴とする請求項１に記載の
内視鏡リプロセッサ。
【請求項６】
　前記環境情報取得部が複数の部位から成る場合、
　前記環境情報取得部の一部は前記本体部と一体、一部は前記本体部と別体である、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項７】
　前記本体部と、前記パラメータ取得部とは別体であることを特徴とする請求項１に記載
の内視鏡リプロセッサ。
【請求項８】
　前記本体部と、前記パラメータ構築部とは別体であることを特徴とする請求項３に記載
の内視鏡リプロセッサ。
【請求項９】
　第１内視鏡リプロセッサから環境適合パラメータの出力要求および第１環境情報が入力
され、第２内視鏡リプロセッサから第２環境情報および前記第２環境情報に紐づけられた
装置適合パラメータが入力される入力部と、
　分類処理によって前記第１環境情報と前記第２環境情報が同じクラスに分類されたとき
、前記装置適合パラメータを前記第１環境情報に適合する前記環境適合パラメータとして
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選定する選定部と、
　前記環境適合パラメータを前記第１内視鏡リプロセッサに出力する出力部と、
　を含む外部装置を含むことを特徴とするリプロセスシステム。
【請求項１０】
　前記第１内視鏡リプロセッサは、
　内視鏡をリプロセス処理するリプロセス部と、標準パラメータを有し、前記リプロセス
部を駆動する制御部と、を含む本体部と、
　設置場所の第１環境情報を取得する環境情報取得部と、
　前記第１環境情報に適合する前記環境適合パラメータを前記外部装置から取得する取得
処理を行うパラメータ取得部と、を含み、
　前記制御部は、
　前記取得処理を行って前記環境適合パラメータを取得しなかった場合には、前記標準パ
ラメータに基づき前記リプロセス部を駆動し、
　前記取得処理を行って前記環境適合パラメータを取得した場合には、前記環境適合パラ
メータ基づき前記リプロセス部を駆動する、
　ことを特徴とする請求項９に記載のリプロセスシステム。
【請求項１１】
　環境情報に適合する環境適合パラメータを外部装置から取得する取得処理を行うパラメ
ータ取得部のコードと、
　前記取得処理を行って前記環境適合パラメータを取得しなかった場合には、標準パラメ
ータに基づきリプロセス部を駆動し、前記取得処理を行って前記環境適合パラメータを取
得した場合には、前記環境適合パラメータ基づき前記リプロセス部を駆動するコードと、
　をコンピュータに実行させる内視鏡リプロセッサの駆動プログラム。
【請求項１２】
　内視鏡をリプロセス処理するリプロセス部と、標準パラメータを有し、前記リプロセス
部を駆動する制御部と、を含む本体部と、
　設置場所における環境情報を取得する環境情報取得部と、
　前記環境情報に適合する環境適合パラメータを外部装置から取得する取得処理を行うパ
ラメータ取得部と、を用意し、
　前記取得処理を行って前記環境適合パラメータを取得しなかった場合には、前記制御部
によって前記標準パラメータに基づき前記リプロセス部を駆動し、
　前記取得処理を行って前記環境適合パラメータを取得した場合には、前記制御部によっ
て前記環境適合パラメータ基づき前記リプロセス部を駆動する、
　内視鏡リプロセッサの駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リプロセスシステム、内視鏡リプロセッサ、内視鏡リプロセッサの駆動プロ
グラム及び内視鏡リプロセッサの駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、使用された内視鏡の洗浄消毒等のリプロセス処理を行う内視鏡リプロセッサがあ
る。内視鏡リプロセッサでは、内視鏡リプロセッサが正しく駆動するように予め設定され
た駆動条件によって消耗品の交換時期等を判定し、判定結果をユーザーに通知することが
ある。
【０００３】
　例えば、特開２０１０－５７７５１号公報には、消毒液の交換後の経過時間をタイマが
計測し、経過時間を使用回数に換算し、換算した使用回数と実際の使用回数を合計し、合
計した結果が使用限度回数に達した場合、消毒液の交換を促す警告を表示する、内視鏡洗
浄消毒装置が開示される。
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【０００４】
　内視鏡リプロセッサでは、様々な設置環境を有する場所に設置されることがあり、設置
環境に応じて消耗品の消耗度合いが変化することがある。例えば、温度に関して厳しい設
置環境である高温の室内に内視鏡リプロセッサを設置すると、低温の室内に設置したとき
よりも、消毒液タンク内において揮発が進み、消毒液は、消耗度合いが早くなることがあ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－５７７５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の内視鏡リプロセッサは、安全面を優先して最も厳しい設置環境を基準とした駆動
条件に基づいて駆動することがある。
【０００７】
　そこで、本発明は、設置環境に応じた駆動条件を設定することができる、リプロセスシ
ステム、内視鏡リプロセッサ、内視鏡リプロセッサの駆動プログラム及び内視鏡リプロセ
ッサの駆動方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様の内視鏡リプロセッサは、内視鏡をリプロセス処理するリプロセス部と
、標準パラメータを有し、前記リプロセス部を駆動する制御部と、を含む本体部と、設置
場所における環境情報を取得する環境情報取得部と、前記環境情報に適合する環境適合パ
ラメータを外部装置から取得する取得処理を行うパラメータ取得部と、を含み、前記制御
部は、前記取得処理を行って前記環境適合パラメータを取得しなかった場合には、前記標
準パラメータに基づき前記リプロセス部を駆動し、前記取得処理を行って前記環境適合パ
ラメータを取得した場合には、前記環境適合パラメータに基づき前記リプロセス部を駆動
する。
【０００９】
　本発明の一態様のリプロセスシステムは、第１内視鏡リプロセッサから環境適合パラメ
ータの出力要求および第１環境情報が入力され、第２内視鏡リプロセッサから第２環境情
報および前記第２環境情報に紐づけられた装置適合パラメータが入力される入力部と、分
類処理によって前記第１環境情報と前記第２環境情報が同じクラスに分類されたとき、前
記装置適合パラメータを前記第１環境情報に適合する前記環境適合パラメータとして選定
する選定部と、前記環境適合パラメータを前記第１内視鏡リプロセッサに出力する出力部
と、を含む外部装置を含む。
【００１０】
　本発明の一態様の内視鏡リプロセッサの駆動プログラムは、環境情報に適合する環境適
合パラメータを外部装置から取得する取得処理を行うパラメータ取得部のコードと、前記
取得処理を行って前記環境適合パラメータを取得しなかった場合には、標準パラメータに
基づきリプロセス部を駆動し、前記取得処理を行って前記環境適合パラメータを取得した
場合には、前記環境適合パラメータ基づき前記リプロセス部を駆動するコードと、をコン
ピュータに実行させる。
【００１１】
　本発明の一態様の内視鏡リプロセッサの駆動方法は、内視鏡をリプロセス処理するリプ
ロセス部と、標準パラメータを有し、前記リプロセス部を駆動する制御部と、を含む本体
部と、設置場所における環境情報を取得する環境情報取得部と、前記環境情報に適合する
環境適合パラメータを外部装置から取得する取得処理を行うパラメータ取得部と、を用意
し、前記取得処理を行って前記環境適合パラメータを取得しなかった場合には、前記制御
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部によって前記標準パラメータに基づき前記リプロセス部を駆動し、前記取得処理を行っ
て前記環境適合パラメータを取得した場合には、前記制御部によって前記環境適合パラメ
ータ基づき前記リプロセス部を駆動する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、設置環境に応じた駆動条件を設定することができる、リプロセスシス
テム、リプロセスシステム、内視鏡リプロセッサ、内視鏡リプロセッサの駆動プログラム
及び内視鏡リプロセッサの駆動方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステムの構成の一例を示す図である。
【図２】本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステムの内視鏡リプロセッサの設置施
設における設置場所の一例を説明する説明図である。
【図３】本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステムの内視鏡リプロセッサの構成の
一例を示すブロック図である。
【図４】本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステムの内視鏡リプロセッサのパラメ
ータ設定処理の一例を示すフローチャートである。
【図５】本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステムのパラメータ取得処理の一例を
示すフローチャートである。
【図６】本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステムのサーバーの分類処理の説明を
するための説明図である。
【図７】本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステムのサーバーのテーブルの一例を
示す図である。
【図８】本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステムのパラメータ構築処理の一例を
示すフローチャートである。
【図９】本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステムの内視鏡リプロセッサの装置情
報と装置適合パラメータの一例を示す図である。
【図１０】本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステムの内視鏡リプロセッサの装置
情報と装置適合パラメータの一例を示す図である。
【図１１】本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステムの情報出力処理の一例を示す
フローチャートである。
【図１２】本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステムの駆動処理の一例を示すフロ
ーチャートである。
【図１３】本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステムの内視鏡リプロセッサの装置
情報と装置適合パラメータの一例を示す図である。
【図１４】本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステムの内視鏡リプロセッサの装置
情報と装置適合パラメータの一例を示す図である。
【図１５】本発明の実施形態の変形例に係わる、リプロセスシステムのパラメータ取得処
理の一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態を説明する。
【００１５】
　（構成）
　図１は、本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステム１の構成の一例を示す図であ
る。図２は、本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステム１の内視鏡リプロセッサ２
の設置施設Ｂｄにおける設置場所の一例を説明する説明図である。
【００１６】
　図１に示すように、リプロセスシステム１は、内視鏡リプロセッサ２とサーバー３を有
する。内視鏡リプロセッサ２は、様々な設置環境を有する設置場所に設置される。内視鏡
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リプロセッサ２とサーバー３は、インターネット又はＬＡＮ等のネットワークを介し、有
線通信又は無線通信によって互いに接続される。
【００１７】
　図１には、互いに設置環境が異なる内視鏡リプロセッサ２の設置場所である地域Ｌ１～
Ｌ３の例が示される。内視鏡リプロセッサ２ａが地域Ｌ１に設置され、内視鏡リプロセッ
サ２ｂ、２ｃが地域Ｌ２に設置され、内視鏡リプロセッサ２ｄが地域Ｌ３に設置される。
内視鏡リプロセッサ２ａ～２ｄは、サーバー３と接続される。以下、内視鏡リプロセッサ
２ａ～２ｄの全部又は一部を示すとき、内視鏡リプロセッサ２という。なお、図１では、
内視鏡リプロセッサ２は、４つ表されるが、１～３個又は５個以上であってもよい。
【００１８】
　図２に示すように、内視鏡リプロセッサ２は、使用した内視鏡のリプロセス処理ができ
るように、特に限定されないが、例えば、内視鏡を使用する設置施設Ｂｄ内に設置される
。内視鏡リプロセッサ２には、水道局Ｔｂから水道栓Ｔｔを介して水道水が供給される。
【００１９】
　設置施設Ｂｄには、環境情報Ｘを取得する外部センサＮｅが設けられてもよい。外部セ
ンサＮｅは、設置施設Ｂｄの内部又は外部に設置され、内視鏡リプロセッサ２に接続され
る。外部センサＮｅは、例えば、気温又は室温等の温度と、湿度と、気圧とによって構成
される環境情報Ｘを検出して内視鏡リプロセッサ２に出力する。
【００２０】
　図２の例では、内視鏡リプロセッサ２が設置施設Ｂｄの２階に設置され、外部センサＮ
ｅが設置施設Ｂｄの屋上に設置される。内視鏡リプロセッサ２は、外部センサＮｅ及びサ
ーバー３と通信可能に接続される。また、内視鏡リプロセッサ２には、水道局Ｔｂから水
道水が供給される。
【００２１】
　図３は、本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステム１の内視鏡リプロセッサ２の
構成の一例を示すブロック図である。
【００２２】
　内視鏡リプロセッサ２は、汚染された内視鏡、及び、内視鏡の部品又は付属品等の再生
処理を行う装置である。ここでいう再生処理とは、特に限定されるものではなく、水によ
るすすぎ、有機物等の汚れを落とす洗浄、所定の微生物を無効化する消毒、全ての微生物
を排除、もしくは、死滅させる滅菌、又は、これらの組み合わせのいずれであってもよい
。付属品は、特に限定されず、例えば、使用時に内視鏡に装着されて再生処理時に内視鏡
から取り外される吸引ボタン、送気送水ボタン、又は内視鏡の先端部を覆う先端カバーな
どが挙げられる。
【００２３】
　内視鏡リプロセッサ２は、本体部１１及びトップカバー１２を有する。
【００２４】
　トップカバー１２は、本体部１１の上部に開閉可能に設けられる。トップカバー１２を
開けると、処理槽２１は、外部に露出する。
【００２５】
　本体部１１は、表示パネル１３及び操作パネル１４を有する。表示パネル１３は、制御
部９６の制御の下、各種情報を表示可能である。操作パネル１４はユーザーの指示入力が
可能である。ユーザーの指示入力があると、操作パネル１４は、ユーザーの指示入力に応
じた指示信号を制御部９６に出力する。操作パネル１４は、各種の環境情報Ｘも入力可能
である。
【００２６】
　処理槽２１は、再生処理を行う内視鏡を収容し、洗浄液、消毒液、すすぎ液等の液体を
貯留できるように凹形状を有する。
【００２７】
　給水ホース接続口３１は、給水チューブＴｓを介して水道栓Ｔｔと接続される。また、
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給水ホース接続口３１は、給水管路３２と接続される。給水管路３２は、三方電磁弁３３
と接続される。給水管路３２には、給水ホース接続口３１側から順に、給水電磁弁３４と
、逆止弁３５と、給水フィルタ３６とが設けられる。
【００２８】
　循環ノズル３７は、三方電磁弁３３の切替え動作により、給水管路３２と送液管路３８
のいずれか一方と連通する。循環ノズル３７は、水道栓Ｔｔから供給された水、又は、循
環口４０から取り込まれた液体のいずれか一方を処理槽２１に吐出する。
【００２９】
　送液管路３８には、送液ポンプ３９が設けられる。
【００３０】
　循環口４０は、処理槽２１の底部に設けられ、流入管路４１と連通する。循環口４０に
は、汚物を捕集できるように、金網等のフィルタが取り付けられる。
【００３１】
　流入管路４１は、２つに分岐し、送液管路３８及びチャネル管路４２と接続される。チ
ャネル管路４２は、コネクタ４３と接続される。チャネル管路４２には、送液又は送気を
行うチャネルポンプ４５、チャネルブロック４６及び電磁弁４７が設けられる。漏水検知
コネクタ４４は、漏水検知管路４８を介して漏水検知ポンプ４９に接続される。チャネル
管路４２は、リリーフ弁５１を有するケース用管路５２にも接続される。ケース用管路５
２は、槽底ノズル５３を介し、付属品ケース５４と接続される。
【００３２】
　内視鏡リプロセッサ２は、循環口４０によって処理槽２１の液体を取り込み、循環ノズ
ル３７、コネクタ４３及び槽底ノズル５３から液体を吐出し、液体を循環させる。
【００３３】
　アルコールタンク６１は、アルコール管路６２を介し、チャネルブロック４６と接続さ
れる。アルコールタンク６１には、アルコールが貯留される。アルコール管路６２には、
アルコールポンプ６３及び電磁弁６４が設けられる。
【００３４】
　洗剤タンク６５は、洗剤管路６６を介し、洗剤ノズル６７と接続される。洗剤タンク６
５には、洗剤が貯留される。洗剤管路６６には、洗剤ポンプ６７が設けられる。
【００３５】
　送気ポンプ７１は、送気管路７２を介し、チャネルブロック４６と接続される。送気管
路７２には、逆止弁７３及びエアフィルタ７４が設けられる。送気ポンプ７１は、外部か
ら空気を取り込み、チャネルブロック４６に送気する。
【００３６】
　排液口８１は、処理槽２１の底部に設けられる。排液口８１は、排液口８１を開閉する
排液弁８１ａ、８１ｂを介し、消毒液タンク８２及び外部排液手段Ｅｄと接続される。排
液口８１は、排液弁８１ａ及び排液管路８３を介し、排液ポンプ８４の駆動により、外部
排液手段Ｅｄに処理槽２１の液体を排出する。また、排液口８１は、消毒液を回収できる
ように、排液弁８１ｂ及び回収管路８５を介して消毒液タンク８２に処理槽２１の消毒液
を排出する。
【００３７】
　消毒液タンク８２は、消毒液を貯留する。消毒液タンク８２には、回収管路８５を介し
て回収した消毒液の他、導入管路８６を介し、ボトル８７から消毒液が導入される。消毒
液タンク８２の消毒液は、加温部８８によって加温される。
【００３８】
　消毒液ノズル８９は、供給管路９０を介して消毒液タンク８２と接続される。供給管路
９０には、消毒液フィルタ９１と消毒液ポンプ９２が設けられる。消毒液ノズル８９は、
消毒液ポンプ９２の駆動によって消毒液タンク８２の消毒液を処理槽２１に吐出する。
【００３９】
　超音波振動部９３、ヒータ９４及び温度検知センサ９５は、処理槽２１の底部に設けら
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れる。
【００４０】
　制御部９６は、内視鏡リプロセッサ２内の各部を制御する。制御部９６は、メモリ９７
及びプロセッサ９８を有する。制御部９６の機能は、メモリ９７に記憶されたプログラム
をプロセッサ９８が読み込み、実行することによって実現される。
【００４１】
　すなわち、制御部９６によって制御される内視鏡リプロセッサ２内の各部は、内視鏡を
リプロセス処理するリプロセス部Ｒｐを構成する。
【００４２】
　メモリ９７には、内視鏡リプロセッサ２の各部を制御するデータ及びプログラムの他、
装置情報Ｗ、環境情報Ｘ及び標準パラメータＹｓ、並びに、パラメータ設定部Ｐ１、パラ
メータ取得部Ｐ２、パラメータ構築部Ｐ３、情報出力部Ｐ４及び駆動処理部Ｐ５のプログ
ラムも記憶される。
【００４３】
　装置情報Ｗは、内視鏡リプロセッサ２の駆動状態の情報である。装置情報Ｗは、例えば
、繰り返して使用される消毒液の使用回数及び使用期間を有する。消毒液の使用回数は内
部カウンタによってカウントされる。消毒液の使用期間は、内部タイマによって計測され
る。消毒液の交換があると、プロセッサ９８は、内部カウンタによってカウントされた使
用回数と、内部タイマによって計測された使用期間をメモリ９７に記憶する。装置情報Ｗ
は、消毒液の使用回数及び使用期間に限定されず、他の駆動状態の情報を有してもよい。
【００４４】
　環境情報Ｘは、内視鏡リプロセッサ２の設置環境の情報である。環境情報Ｘは、設置施
設Ｂｄが設置された位置、設置施設Ｂｄの構造、内視鏡リプロセッサ２が設置された部屋
の位置、内視鏡リプロセッサ２が設置された部屋の構造、排液処理装置有無、水道水の性
質、または、現在日付を有する。より具体的には、環境情報Ｘは、例えば、気温、室温、
湿度、気圧、緯度、経度、高度、水温、ｐｈ値、水硬度、水圧、設置施設Ｂｄの構造、設
置施設Ｂｄ内における階数位置、設置施設Ｂｄ内における設置部屋の位置、設置部屋の面
積、排液処理装置有無、現在日付情報及び現在季節情報からなる群より選択される少なく
とも一種である。これらの組み合わせは適宜選択可能であり、例えば、例示した条件全て
によって規定される１８次元の変数Ｖ１～Ｖ１８であってもよい。現在季節情報は、例え
ば、気温、室温、湿度、気圧の外れ値を除外できるように、現在の季節がいずれであるか
を示す情報である。
【００４５】
　環境情報取得部は、上述の環境情報Ｘを取得する部位であり、取得は能動的であっても
受動的であってもよい。能動的な環境情報取得部としては、例えば温度計、湿度計、気圧
計、ＧＰＳ、高度計、硬度計、または水圧計などが挙げられる。受動的な環境情報取得部
としては、例えば音声入力部、外部インターフェース、または上述の操作パネル１４など
が挙げられる。　気温、室温、湿度、気圧、緯度、経度、高度、水温、ｐｈ値、水硬度、
水圧、設置施設Ｂｄの構造、設置施設Ｂｄ内における階数位置、設置施設Ｂｄ内における
設置部屋の位置、設置部屋の面積、及び、排液処理装置有無は、環境情報Ｘの地理的情報
を構成する。
【００４６】
　現在日付情報及び現在季節情報は、環境情報Ｘの時期的情報を構成する。
【００４７】
　プロセッサ９８は、本体センサＮ１又は外部センサＮｅから入力された、気温、室温、
湿度、気圧、緯度、経度、高度をメモリ９７に記憶する。例えば、気温、室温、湿度、気
圧は、所定時刻における計測値、又は、所定期間の計測値の変化によって構成されてもよ
い。
【００４８】
　また、プロセッサ９８は、給水センサＮ２から入力された、水温、ｐｈ値、水硬度、水



(9) JP 2021-166564 A 2021.10.21

10

20

30

40

50

圧をメモリ９７に記憶する。
【００４９】
　また、プロセッサ９８は、操作パネル１４から入力された、設置施設Ｂｄの構造、設置
施設Ｂｄ内における階数位置、設置施設Ｂｄ内における設置部屋の位置、設置部屋の面積
及び排液処理装置有無をメモリ９７に記憶する。
【００５０】
　また、プロセッサ９８は、制御部９６内のタイマから現在日付情報を取得し、メモリ９
７に記憶する。プロセッサ９８は、現在日付情報に応じて現在季節情報を決定し、メモリ
９７に記憶する。
【００５１】
　標準パラメータＹｓは、駆動条件の初期値を有し、厳しい環境を基準として経験的又は
実験的に予め設定される。標準パラメータＹｓは、例えば製造時又は出荷時にメモリ９７
に記憶される。
【００５２】
　パラメータ設定部Ｐ１は、標準パラメータＹｓ、装置適合パラメータＹ、及び、環境適
合パラメータＺの中から、内視鏡リプロセッサ２を駆動するための駆動条件を設定する。
【００５３】
　パラメータ取得部Ｐ２は、環境情報Ｘに適合する環境適合パラメータＺをサーバー３か
ら取得する。
【００５４】
　パラメータ構築部Ｐ３は、リプロセス部Ｒｐの駆動状態から内視鏡リプロセッサ２に適
合する装置適合パラメータＹを構築する。
【００５５】
　情報出力部Ｐ４は、環境情報Ｘと装置適合パラメータＹを互いに紐付けて、サーバー３
に出力する。
【００５６】
　駆動処理部Ｐ５は、装置情報Ｗ及び駆動条件に基づいて、内視鏡リプロセッサ２の駆動
を制御する。例えば、駆動処理部Ｐ５は、装置情報Ｗ及び駆動条件に基づいて、消耗品の
交換時期等の駆動状態を判定し、判定結果をユーザーに通知する。
【００５７】
　外部Ｉ／Ｆ９９は、外部装置と通信を行う回路である。外部Ｉ／Ｆ９９は、外部装置と
接続され、有線通信又は無線通信を行う。図２及び図３の例では、外部装置は、サーバー
３及び外部センサＮｅである。外部Ｉ／Ｆ９９は、ネットワークを介してサーバー３と通
信する。また、外部Ｉ／Ｆ９９は、外部センサＮｅによって取得された環境情報Ｘを取得
する。なお、外部装置は、サーバー３及び外部センサＮｅに限定されず、ＰＣ端末、タブ
レット端末、メモリカード等の情報装置４であってもよい（図３の２点鎖線）。
【００５８】
　本体センサＮ１は、本体部１１に設けられる。本体センサＮ１は、例えば、温度計、湿
度計、気圧計を有し、気温又は室温等の温度と、湿度と、気圧とを検出して制御部９６に
出力する。また、本体センサＮ１は、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　
Ｓｙｓｔｅｍ）技術等を用いた位置情報検出装置を有し、緯度、経度及び高度等の位置情
報を検出して制御部９６に出力する。
【００５９】
　給水センサＮ２は、内視鏡リプロセッサ２の内部に設けられる。給水センサＮ２は、給
水管路３２に設けられる。給水センサＮ２は、ｐｈ測定器、硬度測定器及び水圧測定器を
有し、水道水のｐｈ値、水硬度及び水圧を検出し、制御部９６に出力する。
【００６０】
　すなわち、本体センサＮ１、給水センサＮ２及び外部センサＮｅは、設置場所における
環境情報Ｘを取得する環境情報取得部を構成する。
【００６１】
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　サーバー３は、ＣＰＵ１１１、記憶装置１２１及び通信部１３１を有する。サーバー３
の機能は、ＣＰＵ１１１が記憶装置１２１に記憶されたプログラムを実行することによっ
て実現される。記憶装置１２１は、サーバー３を制御する各種のデータ及びプログラムの
他、テーブルＴ、入力部Ｑ１及び分類部Ｑ２のプログラムも記憶する。
【００６２】
　テーブルＴには、環境情報Ｘに紐づけられた装置適合パラメータＹが記憶される。
【００６３】
　入力部Ｑ１は、１以上の内視鏡リプロセッサ２から、環境情報Ｘが紐付いた装置適合パ
ラメータＹが入力され、環境情報Ｘと紐付けてテーブルＴに記憶させる。また、入力部Ｑ
１には、内視鏡リプロセッサ２から環境適合パラメータＺの出力要求Ｒｑと出力要求用の
環境情報Ｘが入力される。
【００６４】
　出力要求用の環境情報Ｘは、第１環境情報Ｘを構成する。テーブルＴ上の環境情報Ｘは
、第２環境情報Ｘを構成する。
【００６５】
　通信部１３１は、ネットワーク及び外部Ｉ／Ｆ９９を介して制御部９６と接続され、制
御部９６と通信を行う。
【００６６】
　分類部Ｑ２は、選定部と出力部を有する。選定部は、環境情報Ｘを分類処理によって分
類し、出力要求用の環境情報Ｘに適合する環境適合パラメータＺを選定する。出力部は、
環境適合パラメータＺを内視鏡リプロセッサ２に出力する。分類処理は、例えば、環境情
報Ｘの次元数に応じ、ｋ－ｍｅａｎｓ法又はｍｅａｎ－ｓｈｉｆｔ法等のクラスタリング
技術を用いた演算によって行われる。
【００６７】
　すなわち、内視鏡リプロセッサ２は、内視鏡をリプロセス処理するリプロセス部Ｒｐと
、標準パラメータＹｓを有し、リプロセス部Ｒｐを駆動する制御部９６と、を含む本体部
と、設置場所における環境情報Ｘを取得する環境情報取得部と、環境情報Ｘに適合する環
境適合パラメータＺをサーバー３から取得する取得処理を行うパラメータ取得部Ｐ２と、
を含む。制御部９６は、取得処理を行って環境適合パラメータＺを取得しなかった場合に
は、標準パラメータＹｓに基づきリプロセス部Ｒｐを駆動し、取得処理を行って環境適合
パラメータＺを取得した場合には、環境適合パラメータＺに基づきリプロセス部Ｒｐを駆
動する。
【００６８】
　また、リプロセスシステム１は、第１内視鏡リプロセッサ２から環境適合パラメータＺ
の出力要求Ｒｑ及び第１環境情報Ｘが入力され、第２内視鏡リプロセッサ２から第２環境
情報Ｘ及び第２環境情報Ｘに紐づけられた装置適合パラメータＹが入力される入力部Ｑ１
と、分類処理によって第１環境情報Ｘと第２環境情報Ｘが同じクラスに分類されたとき、
装置適合パラメータＹを第１環境情報Ｘに適合する環境適合パラメータＺとして選定する
選定部と、環境適合パラメータＺを第１内視鏡リプロセッサ２に出力する出力部と、を含
むサーバー３を含む。
【００６９】
　また、第１内視鏡リプロセッサ２は、内視鏡をリプロセス処理するリプロセス部Ｒｐと
、標準パラメータＹｓを有し、リプロセス部Ｒｐを駆動する制御部９６と、を含む本体部
１１と、設置場所の第１環境情報Ｘを取得する環境情報取得部と、第１環境情報Ｘに適合
する環境適合パラメータＺをサーバー３から取得する取得処理を行うパラメータ取得部Ｐ
２と、を含み、制御部９６は、取得処理を行って環境適合パラメータＺを取得しなかった
場合には、標準パラメータＹｓに基づきリプロセス部Ｒｐを駆動し、取得処理を行って環
境適合パラメータＺを取得した場合には、環境適合パラメータＺ基づきリプロセス部Ｒｐ
を駆動する。
【００７０】
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　また、内視鏡リプロセッサ２の駆動プログラムは、環境情報Ｘに適合する環境適合パラ
メータＺをサーバー３から取得する取得処理を行うパラメータ取得部Ｐ２のコードと、取
得処理を行って環境適合パラメータＺを取得しなかった場合には、標準パラメータＹｓに
基づきリプロセス部Ｒｐを駆動し、取得処理を行って環境適合パラメータＺを取得した場
合には、環境適合パラメータＺ基づきリプロセス部Ｒｐを駆動するコードと、をコンピュ
ータに実行させる。
【００７１】
　また、内視鏡リプロセッサ２の駆動方法は、内視鏡をリプロセス処理するリプロセス部
Ｒｐと、標準パラメータＹｓを有し、リプロセス部Ｒｐを駆動する制御部９６と、を含む
本体部１１と、設置場所における環境情報Ｘを取得する環境情報取得部と、環境情報Ｘに
適合する環境適合パラメータＺをサーバー３から取得する取得処理を行うパラメータ取得
部Ｐ２と、を用意し、取得処理を行って環境適合パラメータＺを取得しなかった場合には
、制御部９６によって標準パラメータＹｓに基づきリプロセス部Ｒｐを駆動し、取得処理
を行って環境適合パラメータＺを取得した場合には、制御部９６によって環境適合パラメ
ータＺ基づきリプロセス部Ｒｐを駆動する。
【００７２】
　（動作）
　（パラメータ設定処理）
　続いて、リプロセスシステム１の動作について、説明をする。
【００７３】
　図４は、本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステム１の内視鏡リプロセッサ２の
パラメータ設定処理の一例を示すフローチャートである。
【００７４】
　ユーザーの指示又は予め設定された開始条件に応じ、制御部９６は、パラメータ設定部
Ｐ１のプログラムを実行し、パラメータ設定処理を開始する。
【００７５】
　パラメータ設定部Ｐ１は、装置情報Ｗが、所定量以上、メモリ９７に蓄積されたか否か
を判定する（Ｓ１１）。装置情報Ｗは、例えば、消毒液の使用回数及び使用期間である。
装置情報Ｗが、所定量以上、メモリ９７に蓄積されているとき（Ｓ１１：ＹＥＳ）、処理
はＳ１２に進む。一方、装置情報Ｗが、所定量以上、メモリ９７に蓄積されていないとき
（Ｓ１１：ＮＯ）、処理はＳ１６に進む。
【００７６】
　パラメータ設定部Ｐ１は、パラメータ取得処理を呼び出す（Ｓ１２）。
【００７７】
　パラメータ設定部Ｐ１は、環境適合パラメータＺを取得したか否かを判定する（Ｓ１３
）。パラメータ設定部Ｐ１は、Ｓ１２によって環境適合パラメータＺを取得したか否かを
判定する。取得したとき（Ｓ１３：ＹＥＳ）、処理はＳ１４に進む。一方、取得しなかっ
たとき（Ｓ１３：ＮＯ）、処理はＳ１５に進む。
【００７８】
　パラメータ設定部Ｐ１は、環境適合パラメータＺに応じて駆動条件を設定する（Ｓ１４
）。パラメータ設定部Ｐ１は、Ｓ１２で取得した環境適合パラメータＺに応じ、内視鏡リ
プロセッサ２を駆動するための駆動条件を設定する。Ｓ１４の処理が終了すると、パラメ
ータ設定処理も終了する。
【００７９】
　パラメータ設定部Ｐ１は、標準パラメータＹｓに応じて駆動条件を設定する（Ｓ１５）
。Ｓ１５の処理が終了すると、パラメータ設定処理も終了する。
【００８０】
　パラメータ設定部Ｐ１は、パラメータ構築処理を呼び出す（Ｓ１６）。
【００８１】
　パラメータ設定部Ｐ１は、情報出力処理を呼び出す（Ｓ１７）。
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【００８２】
　パラメータ設定部Ｐ１は、Ｓ１６で構築された装置適合パラメータＹに応じて駆動条件
を設定する（Ｓ１８）。Ｓ１８の処理が終了すると、パラメータ設定処理も終了する。
【００８３】
　すなわち、内視鏡リプロセッサ２は、リプロセス部Ｒｐの駆動状態から装置適合パラメ
ータＹを構築するパラメータ構築部Ｐ３を含む。制御部９６は、パラメータ取得部Ｐ２が
環境適合パラメータＺを取得できなかった場合には、パラメータ構築部Ｐ３を駆動して装
置適合パラメータＹの構築を開始し、装置適合パラメータＹが構築できた段階で、リプロ
セス部Ｒｐの駆動を標準パラメータＹｓから装置適合パラメータＹに切替える。
【００８４】
　（パラメータ取得処理）
　続いて、パラメータ取得処理について説明をする。
【００８５】
　図５は、本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステム１のパラメータ取得処理の一
例を示すフローチャートである。図６は、本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステ
ム１のサーバー３の分類処理の説明をするための説明図である。図７は、本発明の実施形
態に係わる、リプロセスシステム１のサーバー３のテーブルＴの一例を示す図である。
【００８６】
　処理がＳ１２になると（図４）、パラメータ取得部Ｐ２によるパラメータ取得処理が呼
び出される。
【００８７】
　パラメータ取得部Ｐ２は、メモリ９７から環境情報Ｘを取得する（Ｓ２１）。
【００８８】
　パラメータ取得部Ｐ２は、環境適合パラメータＺの出力を要求する出力要求Ｒｑと、出
力要求用の環境情報Ｘと、をサーバー３に出力する（Ｓ２２）。
【００８９】
　サーバー３の分類部Ｑ２は、出力要求Ｒｑがあるか否かを判定する（Ｔ２１）。出力要
求Ｒｑが入力されるまでＴ２１の処理を繰り返す（Ｔ２１：ＮＯ）。出力要求Ｒｑが入力
されると、処理はＴ２２に進む（Ｔ２１：ＹＥＳ）。
【００９０】
　分類部Ｑ２は、環境情報Ｘに基づく分類処理を行う（Ｔ２２）。
【００９１】
　分類部Ｑ２は、出力要求用の環境情報Ｘが、テーブルＴ上の環境情報Ｘのいずれかと同
じクラスに分類されたか否かを判定する（Ｔ２３）。分類されたとき（Ｔ２３：ＹＥＳ）
、処理はＴ２４に進む。一方、分類されなかったとき（Ｔ２３：ＮＯ）、パラメータ取得
部Ｐ２に処理を戻し、パラメータ出力処理は、終了する。
【００９２】
　なお、分類されなかったとき、分類部Ｑ２は、環境適合パラメータＺを出力しないこと
を示す制御情報をパラメータ取得部Ｐ２に出力してもよいし、また、所定時間内に分類部
Ｑ２の応答が入力されないとき、パラメータ取得部Ｐ２は、環境適合パラメータＺを取得
しなかったと判定してもよい。
【００９３】
　分類部Ｑ２は、環境適合パラメータＺを選択する（Ｔ２４）。分類部Ｑ２は、出力要求
用の環境情報Ｘと同じクラスに分類された環境情報Ｘを取得し、環境情報Ｘに紐づけられ
た装置適合パラメータＹを環境適合パラメータＺとして選択する。なお、同じクラスに分
類された環境情報Ｘが複数あるとき、分類部Ｑ２は、環境情報Ｘの各々に紐付けられた装
置適合パラメータＹの中から所定の抽出条件によって１つの装置適合パラメータＹを抽出
して環境適合パラメータＺとしてもよい。また、分類部Ｑ２は、環境情報Ｘの各々に紐付
けられた装置適合パラメータＹの平均化演算等の所定演算によって環境適合パラメータＺ
を算出してもよい。
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【００９４】
　分類部Ｑ２は、環境適合パラメータＺをパラメータ取得部Ｐ２に出力する。出力の後、
パラメータ出力処理は、終了する。
【００９５】
　例えば、図１の（Ｘ３，Ｒｑ）に示すように、パラメータ取得部Ｐ２は、環境情報Ｘ３
をメモリ９７から取得し、環境情報Ｘと出力要求Ｒｑをサーバー３に出力する（Ｓ２１、
Ｓ２２）。分類部Ｑ２は、分類処理を行う（Ｔ２１：ＹＥＳ、Ｔ２２）。
【００９６】
　図６は、説明のため次元数を小さくし、環境情報Ｘが３次元の変数Ｖ１～Ｖ３によって
規定される例を示す。図６の例では、３次元の変数Ｖ１～Ｖ３によって規定される３次元
空間に環境情報Ｘが配置され、クラスＣ１、Ｃ２、Ｃ３に分類される。より具体的には、
環境情報Ｘ１がクラスＣ１に分類され、環境情報Ｘ２、Ｘ３がクラスＣ２に分類され、環
境情報Ｘ４がクラスＣ３に分類される。
【００９７】
　分類部Ｑ２は、環境情報Ｘ３の分類処理の結果であるクラスＣ２を取得する。分類部Ｑ
２は、テーブルＴを参照し、クラスＣ２に分類された環境情報Ｘ２を取得する。分類部Ｑ
２は、環境情報Ｘ２に紐付けられた装置適合パラメータＹ２を環境適合パラメータＺとし
て選択する（Ｔ２３：ＹＥＳ、Ｔ２４）。図１のＺ（Ｙ２）に示すように、分類部Ｑ２は
、装置適合パラメータＹ２によって構成された環境適合パラメータＺをパラメータ取得部
Ｐ２に出力する（Ｔ２５）。
【００９８】
　（パラメータ構築処理）
　続いて、パラメータ構築処理について、説明をする。
【００９９】
　図８は、本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステム１のパラメータ構築処理の一
例を示すフローチャートである。図９及び図１０は、本発明の実施形態に係わる、リプロ
セスシステム１の内視鏡リプロセッサ２の装置情報Ｗと装置適合パラメータＹの一例を示
す図である。
【０１００】
　処理がＳ１６になると（図４）、パラメータ構築部Ｐ３によるパラメータ構築処理が呼
び出される。
【０１０１】
　パラメータ構築部Ｐ３は、メモリ９７から装置情報Ｗを取得する（Ｓ３１）。
【０１０２】
　パラメータ構築部Ｐ３は、装置適合パラメータＹを構築する（Ｓ３２）。
【０１０３】
　パラメータ構築部Ｐ３は、装置適合パラメータＹをメモリ９７に記憶する（Ｓ３３）。
【０１０４】
　例えば、図９は、消毒液の使用回数及び使用期間に基づいて、装置適合パラメータＹを
構築した例を示す。
【０１０５】
　図９において、パラメータ構築部Ｐ３は、装置情報Ｗに基づいて、回帰分析処理を行い
、ｐ＝ｆ（ｔ）の関数式によって規定される装置適合パラメータＹを構築する。ここでは
、ｐが使用期間を示し、ｔが使用回数を示す。例えば、パラメータ構築部Ｐ３は、ｐ＝ｆ
（ｔ）＝ａｔ＋ｂ等の関数式に規定される装置適合パラメータＹを構築してもよい。パラ
メータ構築部Ｐ３は、最小二乗法等によって回帰分析処理を行い、装置適合パラメータＹ
を構築してもよい。また、パラメータ構築部Ｐ３は、非線形関数によって規定される装置
適合パラメータＹを構築してもよい。
【０１０６】
　パラメータ構築部Ｐ３は、回帰分析処理によって構築された関数式から、さらにマージ
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ン分を修正して装置適合パラメータＹを構築してもよい。
【０１０７】
　また、パラメータ構築部Ｐ３は、所定領域Ｗｏの装置情報Ｗを除外し、装置適合パラメ
ータＹを構築してもよい。所定領域Ｗｏは、使用回数及び使用期間が外れ値を示す領域で
ある。所定領域Ｗｏは、ユーザーの練習、長期間の装置の休止、又は、通常の量を超えた
連続駆動等によって記憶された外れ値を除外して装置適合パラメータＹを構築できるよう
に、経験的又は実験的に設定される。
【０１０８】
　また、図１０に示すように、所定領域Ｗｏは、使用回数及び使用期間が所定値以上の領
域に設定してもよい。
【０１０９】
　また、パラメータ構築部Ｐ３は、所定期間の装置情報Ｗを抽出し、パラメータ構築処理
を行ってもよい。所定期間は、例えば、現在時刻から所定時間遡った期間である。
【０１１０】
　また、パラメータ構築部Ｐ３は、装置情報Ｗの中からＳＶＭ（Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｖｅｃ
ｔｏｒ　Ｍａｃｈｉｎｅ）又はクラスタリングによって有効な装置情報Ｗを抽出し、パラ
メータ構築処理を行ってもよい。
【０１１１】
　（情報出力処理）
　続いて、情報出力処理について、説明をする。
【０１１２】
　図１１は、本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステム１の情報出力処理の一例を
示すフローチャートである。
【０１１３】
　処理がＳ７になると（図４）、情報出力部Ｐ４による情報出力処理が呼び出される。
【０１１４】
　情報出力部Ｐ４は、メモリ９７から環境情報Ｘと装置適合パラメータＹを取得する（Ｓ
４１）。
【０１１５】
　情報出力部Ｐ４は、環境情報Ｘと装置適合パラメータＹをサーバー３に出力する（Ｓ４
２）。
【０１１６】
　サーバー３は、情報出力部Ｐ４から入力された環境情報Ｘと装置適合パラメータＹを互
いに紐付けてテーブルＴに記憶する（Ｔ４１）。
【０１１７】
　例えば、内視鏡リプロセッサ２ａのパラメータ構築部Ｐ３は、装置情報Ｗ１に基づいて
、装置適合パラメータＹ１を構築する。図１の（Ｘ１，Ｙ１）に示すように、情報出力部
Ｐ４は、環境情報Ｘ１と装置適合パラメータＹ１をサーバー３に出力する（Ｓ４１、Ｓ４
２）。サーバー３は、環境情報Ｘ１と装置適合パラメータＹ１を互いに紐付けてテーブル
Ｔに記憶する（図７）。図１の（Ｘ２，Ｙ２）に示すように、内視鏡リプロセッサ２ｂは
、環境情報Ｘ２と装置適合パラメータＹ２をサーバー３に出力する。また、図１の（Ｘ４
，Ｙ４）に示すように、内視鏡リプロセッサ２ｄは、環境情報Ｘ４と装置適合パラメータ
Ｙ４をサーバー３に出力する。サーバー３は、環境情報Ｘ２と装置適合パラメータＹ２を
互いに紐付け、また、環境情報Ｘ４と装置適合パラメータＹ４を互いに紐付け、テーブル
Ｔに記憶する。
【０１１８】
　（駆動処理）
　続いて、駆動処理について、説明をする。
【０１１９】
　図１２は、本発明の実施形態に係わる、リプロセスシステム１の駆動処理の一例を示す
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フローチャートである。図１３及び図１４は、本発明の実施形態に係わる、リプロセスシ
ステム１の内視鏡リプロセッサ２の装置情報Ｗと装置適合パラメータＹの一例を示す図で
ある。図１４において、「ＤＤ」が現在日付を示し、「ＤＤ－１」が現在日付の１日前を
示し、「ＤＤ－２」が現在日付の２日前を示す。
【０１２０】
　ユーザーの指示又は予め設定された開始条件に応じ、制御部９６は、駆動処理部Ｐ５の
プログラムを実行し、駆動処理を開始する。
【０１２１】
　駆動処理部Ｐ５は、消耗品を交換したか否かを判定する（Ｓ５１）。Ｓ５１は消耗品を
交換するまで繰り返される（Ｓ５１：ＮＯ）。消耗品が交換されると、処理はＳ５２に進
む（Ｓ５１：ＹＥＳ）。消耗品は、例えば消毒液である。
【０１２２】
　駆動処理部Ｐ５は、交換日をメモリ９７に記憶する（Ｓ５２）。
【０１２３】
　駆動処理部Ｐ５は、メモリ９７から現在の消毒液の使用回数及び使用期間を示す装置情
報Ｗｃ及び駆動条件を取得する（Ｓ５３）。
【０１２４】
　駆動処理部Ｐ５は、次回の交換見込み日を算出する（Ｓ５４）。図１３に示すように、
駆動処理部Ｐ５は、原点と装置情報Ｗｃを結び、予測関数ｇを算出する。続いて、駆動処
理部Ｐ５は、予測関数ｇと装置適合パラメータＹの交点Ｗｐを算出し、使用期間の軸にお
ける交点Ｗｐに対応付けられた日付によって交換見込み日Ｄｐを算出する。
【０１２５】
　なお、予測関数ｇの算出は、原点と装置情報Ｗｃを結ぶ方法に限定されない。例えば、
図１４に示すように、予測関数ｇは、１日毎の使用実績に応じて算出されてもよい。
【０１２６】
　内視鏡リプロセッサ２は、装置適合パラメータＹを構築できないとき、標準パラメータ
Ｙｓに基づいて駆動を行う。所定量以上の装置情報Ｗが蓄積されると、内視鏡リプロセッ
サ２は、装置適合パラメータＹの構築を行い、装置適合パラメータＹと環境情報Ｘをサー
バー３に出力する。
【０１２７】
　サーバー３は、内視鏡リプロセッサ２から入力された環境情報Ｘと装置適合パラメータ
Ｙを記憶する。
【０１２８】
　内視鏡リプロセッサ２は、新設又は設置場所の変更等によって駆動条件を設定する際、
出力要求Ｒｑと出力要求用の環境情報Ｘをサーバー３に出力する。サーバー３は、装置適
合パラメータＹの中から、出力要求用の環境情報Ｘに基づいて選択された環境適合パラメ
ータＺを内視鏡リプロセッサ２に出力する。
【０１２９】
　これにより、内視鏡リプロセッサ２は、設置場所の環境に適合した環境適合パラメータ
Ｚを駆動条件とし、駆動することができる。
【０１３０】
　例えば、リプロセスシステム１では、温暖地域よりも寒冷地域の消毒液の交換サイクル
が長くなるように、内視鏡リプロセッサ２の駆動条件を設定することができ、消毒液の交
換によるコストを抑えることができる。
【０１３１】
　実施形態によれば、内視鏡リプロセッサ２は、設置環境に応じた駆動条件を設定するこ
とができ、駆動にかかるコストを抑えることができる。
【０１３２】
　（実施形態の変形例）
　実施形態では、パラメータ構築処理は、内視鏡リプロセッサ２によって行われるが、サ
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ーバー３がパラメータ構築処理を行ってもよい。
【０１３３】
　図１５は、本発明の実施形態の変形例に係わる、リプロセスシステム１のパラメータ取
得処理の一例を示すフローチャートである。本変形例では、実施形態と同じ構成について
は、説明を省略する。
【０１３４】
　処理がＳ１２になると（図４）、内視鏡リプロセッサ２は、パラメータ取得部Ｐ２によ
るパラメータ取得処理を開始する。サーバー３は、分類部Ｑ３のプログラム（図１の２点
鎖線）による分類処理を実行する。
【０１３５】
　Ｓ２１とＳ２２、Ｔ２１とＴ２２の処理は、実施形態と同じため、説明を省略する。
【０１３６】
　分類部Ｑ２は、出力要求用の環境情報Ｘが、テーブルＴ上の環境情報Ｘのいずれかと同
じクラスに分類されたか否かを判定する（Ｔ２３ａ）。分類されたとき（Ｔ２３ａ：ＹＥ
Ｓ）、処理はＴ２４に進む。一方、分類されなかったとき（Ｔ２３ａ：ＮＯ）、処理はＵ
１に進む。
【０１３７】
　分類部Ｑ３は、内視鏡リプロセッサ２に装置情報Ｗを要求する（Ｕ１）。
【０１３８】
　パラメータ取得部Ｐ２は、装置情報Ｗの要求があると、分類部Ｑ３に装置情報Ｗを出力
する（Ｕ２：ＹＥＳ、Ｕ３）。
【０１３９】
　分類部Ｑ３は、装置情報Ｗが所定量以上あるか否かを判定する。装置情報Ｗが所定量以
上あるとき（Ｕ４：ＹＥＳ）、処理はＵ５に進む。一方、装置情報Ｗが所定量以上ないと
き（Ｕ４：ＮＯ）、処理をパラメータ取得部Ｐ２に戻し、パラメータ取得処理を終了させ
る。
【０１４０】
　分類部Ｑ３は、パラメータ構築処理を行う（Ｕ５）。パラメータ構築処理は、パラメー
タ構築部Ｐ３が行う処理と同じであるため、説明を省略する。Ｕ５が終了すると、処理は
Ｔ２５に進む。
【０１４１】
　Ｔ２４とＴ２５の処理は、実施形態と同じため、説明を省略する。
【０１４２】
　すなわち、本体部１１とパラメータ構築部Ｐ３は、別体である。
【０１４３】
　実施形態の変形例によれば、リプロセスシステム１は、サーバー３においても装置適合
パラメータＹを構築でき、設置環境に応じて駆動条件を設定することができ、リプロセス
処理にかかるコストを抑えることができる。
【０１４４】
　なお、実施形態及び変形例では、駆動条件が消耗品の交換時期を規定しているが、駆動
条件は、これに限定されない。
【０１４５】
　例えば、駆動条件は、消毒液の加温時間を規定するものでもよい。この場合、寒冷地域
では、温暖地域よりも、消毒液を加熱する加熱量が増加するように、駆動条件に基づく駆
動処理によって加温部８８を制御する。
【０１４６】
　また、駆動条件は、水温の低い地域において、夜間に温水が管路を循環するように制御
するものでもよい。これにより、内視鏡リプロセッサ２は、夜間、消毒液を排出した後、
消毒液タンク８２に水道水を注入し、加温部８８によって水道水を加熱し、管路を循環さ
せることができ、管路が温まった状態でリプロセス処理を開始できる。
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【０１４７】
　また、駆動条件は、管路のクエン酸洗浄サイクルを規定するものでもよい。この場合、
内視鏡リプロセッサ２は、水硬度の高い地域では、水硬度の低い地域よりも、クエン酸洗
浄サイクルが短くなるように、ユーザーに管路のクエン酸洗浄を促す通知をする。
【０１４８】
　なお、実施形態及び変形例では、分類処理によって環境情報Ｘを分類するが、これに限
定されない。例えば、環境情報Ｘは、互いの類似度の算出、又は、ＳＶＭ等を用いた機械
学習によって分類してもよい。
【０１４９】
　なお、環境適合パラメータＺは、環境情報Ｘに含まれる要素に優先順位付けをして算出
してもよい。例えば、環境適合パラメータＺは、現在日付情報に基づいて、次の季節まで
の日数が所定日数よりも大きいとき、気温又は室温よりも現在季節情報が優先されるよう
に、現在季節情報に重み付けを行って決定されてもよい。また、環境適合パラメータＺは
、例えば、環境情報Ｘの要素がランダムフォレストを利用しているとき、Ｏｕｔ－ｏｆ－
Ｂａｇ誤り率の手法を用いて決定してもよい。また、環境適合パラメータＺは、機械学習
的手法、統計学的手法によって環境情報Ｘの要素に優先順位を付けることによって決定し
てもよい。
【０１５０】
　なお、環境適合パラメータＺは、所定条件を満たす装置適合パラメータＹを除外した装
置適合パラメータＹの中から決定してもよい。例えば、環境適合パラメータＺは、図１の
地域Ｌ１、Ｌ３を除外した地域Ｌ２内において構築された装置適合パラメータＹから決定
してもよい。また、環境適合パラメータＺが、複数の装置で所定の閾値より小さい範囲し
か違いがなかった場合にすべての装置適合パラメータが同一になってしまうようなパラメ
ータの伝播を回避できるように、制約を設けてもよい。また、決定境界を設定可能な特徴
量空間に射影したクラスタリングによって決定してもよい。例えば、環境適合パラメータ
Ｚは、ＰＣＡ等のような処理によって環境情報Ｘの要素を削減したり、または、他の環境
情報Ｘの要素を追加したりして、決定してもよい。
【０１５１】
　なお、クラスタリングは、所定閾値によって環境情報Ｘの外れ値を判定し、環境情報Ｘ
に外れ値又は欠落があるとき、他の環境情報Ｘによって補完するように制御してもよい。
例えば、環境情報Ｘに含まれる水圧が外れ値であると判定したとき、サーバー３は、水圧
を他の環境情報Ｘに含まれる水圧に置き換えてもよい。また、環境情報Ｘが室温及び気温
を有し、且つ水温を有しないとき、室温と気温によって環境適合パラメータＺを算出した
後、同じクラスの他の環境情報Ｘに含まれる水温によって欠落を補完してもよい。
【０１５２】
　なお、駆動条件は、環境情報Ｘに応じ、制御部９６によって変更できるように構成して
もよい。例えば、洗浄時間を規定する駆動条件があるとき、制御部９６は、環境情報Ｘの
水温に応じて駆動条件を変更し、洗浄時間を変更する。
【０１５３】
　なお、実施形態及び変形例では、制御部９６がパラメータ設定部Ｐ１、パラメータ取得
部Ｐ２、パラメータ構築部Ｐ３、情報出力部Ｐ４及び駆動処理部Ｐ５の処理を行うが、こ
れらの全て又は一部をサーバー３、又は、情報装置４によって行ってもよい。すなわち、
本体部１１と、パラメータ取得部Ｐ２とは別体であってもよい。
【０１５４】
　なお、実施形態及び変形例では、１８次元の変数Ｖ１～Ｖ１８の例によって構成を説明
し、３次元の変数Ｖ１～Ｖ３の例によって動作を説明したが、これに限定されない。環境
情報Ｘは、１８次元の変数Ｖ１～Ｖ１８の全部又は一部を有してもよいし、他の要素を有
してもよい。すなわち、環境情報Ｘは、気温、室温、湿度、気圧、緯度、経度、高度、水
温、ｐｈ値、水硬度、水圧、設置施設の構造、設置施設内における階数位置、設置施設内
における設置部屋の位置、設置部屋の面積、排液処理装置有無、現在日付情報及び現在季
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節情報からなる群より選択される少なくとも一種を有する。
【０１５５】
　なお、実施形態及び変形例では、リプロセスシステム１は、本体センサＮ１、給水セン
サＮ２、及び、外部センサＮｅを有するが、リプロセスシステム１は、これらの全てを有
してもよいし、一部を有してもよい。また、リプロセスシステム１は、他のセンサを有し
てもよい。本体センサＮ１、給水センサＮ２、及び、外部センサＮｅのように、環境情報
取得部が複数の部位から成る場合、環境情報取得部の一部は本体部１１と一体、一部は本
体部１１と別体であってもよい。また、本体センサＮ１、給水センサＮ２は、本体部１１
内に設けられるが、本体部１１の外部に設けられてもよい。すなわち本体部１１と、パラ
メータ構築部Ｐ３とは別体であってもよい。
【０１５６】
　また、実施形態及び変形例で説明した環境情報Ｘの取得手段は、例示であり、これに限
定されない。例えば、気温等の環境情報Ｘを操作パネル１４から入力してもよい。
【０１５７】
　本実施形態における各手順の各ステップは、その性質に反しない限り、実行順序を変更
し、複数同時に実行し、あるいは実行毎に異なった順序で実行してもよい。さらに、本実
施形態における各手順の各ステップの全てあるいは一部をハードウェアにより実現しても
よい。
【０１５８】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【０１５９】
１　　 リプロセスシステム
２　　 内視鏡リプロセッサ
２ａ　 内視鏡リプロセッサ
２ｂ　 内視鏡リプロセッサ
２ｃ　 内視鏡リプロセッサ
２ｄ　 内視鏡リプロセッサ
３　　 サーバー
４　　 情報装置
１１　 本体部
１２　 トップカバー
１３　 表示パネル
１４　 操作パネル
２１　 処理槽
３１　 給水ホース接続口
３２　 給水管路
３３　 三方電磁弁
３４　 給水電磁弁
３５　 逆止弁
３６　 給水フィルタ
３７　 循環ノズル
３８　 送液管路
３９　 送液ポンプ
４０　 循環口
４１　 流入管路
４２　 チャネル管路
４３　 コネクタ
４４　 漏水検知コネクタ
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４５　 チャネルポンプ
４６　 チャネルブロック
４７　 電磁弁
４８　 漏水検知管路
４９　 漏水検知ポンプ
５１　 リリーフ弁
５２　 ケース用管路
５３　 槽底ノズル
５４　 付属品ケース
６１　 アルコールタンク
６２　 アルコール管路
６３　 アルコールポンプ
６４　 電磁弁
６５　 洗剤タンク
６６　 洗剤管路
６７　 洗剤ポンプ
７１　 送気ポンプ
７２　 送気管路
７３　 逆止弁
７４　 エアフィルタ
８１　 排液口
８１ａ 排液弁
８１ｂ 排液弁
８２　 消毒液タンク
８３　 排液管路
８４　 排液ポンプ
８５　 回収管路
８６　 導入管路
８７　 ボトル
８８　 加温部
８９　 消毒液ノズル
９０　 供給管路
９１　 消毒液フィルタ
９２　 消毒液ポンプ
９３　 超音波振動部
９４　 ヒータ
９５　 温度検知センサ
９６　 制御部
９７　 メモリ
９８　 プロセッサ
９９　 外部Ｉ／Ｆ
１１１ ＣＰＵ
１２１ 記憶装置
１３１ 通信部
Ｂｄ　 設置施設
Ｃ１　 クラス
Ｃ２　 クラス
Ｃ３　 クラス
Ｄｐ　 交換見込み日
Ｅｄ　 外部排液手段
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Ｌ１　 地域
Ｌ２　 地域
Ｌ３　 地域
Ｎｅ　 外部センサ
Ｎ１　 本体センサ
Ｎ２　 給水センサ
Ｐ１　 パラメータ設定部
Ｐ２　 パラメータ取得部
Ｐ３　 パラメータ構築部
Ｐ４　 情報出力部
Ｐ５　 駆動処理部
Ｑ１　 入力部
Ｑ２　 分類部
Ｑ３　 分類部
Ｒｐ　 リプロセス部
Ｒｑ　 出力要求
Ｔ　　 テーブル
Ｔｓ　 給水チューブ
Ｔｂ　 水道局
Ｔｔ　 水道栓
Ｖ１～Ｖ１８　変数
Ｗ　　 装置情報
Ｗｃ　 装置情報
Ｗｏ　 所定領域
Ｗｐ　 交点
Ｘ　　 環境情報
Ｘ１　 環境情報
Ｘ２　 環境情報
Ｘ３　 環境情報
Ｘ４　 環境情報
Ｙ　　 装置適合パラメータ
Ｙ１　 装置適合パラメータ
Ｙ２　 装置適合パラメータ
Ｙ４　 装置適合パラメータ
Ｙｓ　 標準パラメータ
Ｚ　　 環境適合パラメータ
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